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江

田

郁

夫

・

簗

瀬

大

輔

編 

『

北

関

東

の

戦

国

時

代

』 

 

高

志

書

院 
 

二

〇

一

三

・

三

刊 

Ａ

５ 

二

七

〇

頁 

六

〇

〇

〇

円 

  

平

成

二

十

三

年

八

月

か

ら

翌

年

三

月

に

か

け

て

、

群

馬

県

立

歴

史

博

物

館

・

茨

城

県

立

歴

史

館

・

栃

木

県

立

博

物

館

の

三

館

が

連

携

し

て

、

北

関

東

の

戦

国

を

共

通

テ

ー

マ

と

し

た

展

覧

会

と

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

催

し

た

。

本

書

は

そ

の

成

果

報

告

に

な

る

。 

 

第

一

部

は

群

馬

で

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

も

と

に

、

享

徳

の

乱

以

後

の

十

五

世

紀

後

半

の

関

東

の

状

況

を

対

象

と

し

て

い

る

。 

 

第

一

章

山

田

邦

明

「

十

五

世

紀

後

半

の

関

東

」

は

、

当

該

期

の

関

東

の

内

乱

に

つ

い

て

、

そ

の

前

提

と

な

る

前

史

、

享

徳

の

乱

、

長

尾

景

春

の

乱

、

両

上

杉

氏

に

よ

る

長

享

の

乱

を

概

略

し

て

い

る

。 

 

第

二

章

森

田

真

一

「

享

徳

の

乱

期

の

五

十

子

陣

に

つ

い

て

」

は

、

享

徳

の

乱

で

上

杉

方

の

本

拠

と

な

っ

た

五

十

子

の

政

治

的

機

能

と

役

割

を

論

じ

て

い

る

。 

 

第

三

章

内

山

俊

身

「

戦

国

期

東

国

の

首

都

性

に

つ

い

て

」

は

、

公

方

足

利

氏

が

鎌

倉

か

ら

拠

点

を

移

し

た

古

河

が

、

京

都

に

対

す

る

「

東

都

」

で

あ

り

、

そ

の

経

済

的

中

心

性

や

地

政

学

的

特

徴

に

よ

り

選

択

さ

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

と

し

て

い

る

。 

 

第

二

部

は

茨

城

で

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

も

と

に

、

十

六

世

紀

前

半

の

北

関

東

を

扱

っ

て

い

る

。 

 

第

一

章

佐

々

木

倫

朗

「

十

六

世

紀

前

半

の

北

関

東

の

戦

乱

と

佐

竹

氏

」

は

、

佐

竹

氏

を

中

心

に

、

北

関

東

地

域

の

戦

乱

と

領

主

権

力

の

形

成

過

程

を

見

て

い

る

。 

 

第

二

章

江

田

郁

夫

「

戦

国

大

名

那

須

氏

の

成

立

」

は

、

十

六

世

紀

に

那

須

家

を

統

一

す

る

こ

と

に

な

る

、

下

那

須

家

の

成

立

を

検

討

し

て

い

る

。 

 

第

三

章

簗

瀬

大

輔

「

戦

国

期

渡

良

瀬

川

の

洪

水

と

水

運

」

は

、

両

毛

地

域

を

つ

な

ぐ

渡

良

瀬

川

流

域

に

お

け

る

水

害

と

水

運

に

注

目

し

て

論

じ

て

い

る

。

 

 

そ

し

て

第

三

部

は

栃

木

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

も

と

に

、

十

六

世

紀

後

半

、

特

に

天

正

年

間

を

注

視

し

た

論

考

で

構

成

さ

れ

て

い

る

。 

 

第

一

章

市

村

高

男

「

「

惣

無

事

」

と

豊

臣

秀

吉

の

宇

都

宮

仕

置

」

は

、

近

年

議

論

の

多

い

「

惣

無

事

」

の

検

討

を

通

じ

て

、

豊

臣

政

権

の

関

東

政

策

と

、

小

田

原

の

陣

後

の

豊

臣

体

制

に

つ

い

て

述

べ

て

い

る

。 

 

第

二

章

荒

川

善

夫

「

古

文

書

で

見

る

常

陸

小

河

合

戦

」

は

、

「

小

川

岱

状

」

に

記

さ

れ

た

常

陸

小

河

合

戦

の

実

態

を

、

古

文

書

に

よ

り

検

証

し

て

い

る

。 

 

第

三

章

柴

裕

之

「

織

田

権

力

と

北

関

東

地

域

」

は

、

織

田

権

力

の

関

東

仕

置

と

そ

の

後

の

政

情

が

、

豊

臣

権

力

に

よ

る

「

関

東

惣

無

事

」

政

策

へ

つ

な

が

る

こ

と

を

見

通

し

て

い

る

。 

 

第

四

章

戸

谷

穂

高

「

沼

尻

合

戦

」

は

、

天

正

十

二

年

（

一

五

八

四

）

沼

尻

合

戦

で

対

峙

す

る

北

条

氏

と

北

関

東

領

主

連

合

の

、

領

域

構

造

の

論

理

的

差

異

を

浮

き

彫

り

に

し

、

そ

れ

が

「

惣

無

事

」

政

策

に

影

響

を

与

え

た

こ

と

を

指

摘

し

て

い

る

。 

 

本

書

が

扱

う

北

関

東

地

域

は

、

近

年

研

究

が

進

ん

で

い

る

が

、

基

本

的

な

文

書

の

年

代

比

定

を

は

じ

め

、

権

力

構

造

や

領

主

間

の

外

交

、

隣

接

地

域

と

の

関

連

性

と

い

っ

た

検

討

す

べ

き

問

題

が

な

お

あ

り

、

ま

た

は

じ

め

に

で

簗
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瀬

大

輔

氏

が

言

及

す

る

、

関

東

各

地

の

地

域

概

念

と

区

分

に

つ

い

て

も

、

今 

後

さ

ら

に

研

究

を

深

化

さ

せ

る

必

要

が

あ

る

。

本

書

は

こ

れ

ら

の

課

題

を

解 
明

す

る

上

で

、

多

く

の

示

唆

と

問

題

提

起

を

与

え

て

お

り

、

今

後

の

北

関

東 
地

域

だ

け

で

な

く

、

東

国

研

究

を

進

め

る

上

で

も

基

本

と

な

る

書

で

あ

る

。 

（

木

下 

聡

） 

 
 


